
資料－1 調査団員氏名 (MEMBER LIST OF THE SURVEY TEAM)

NO. 氏名(NAME) 担当(ROLE) 所属(INSTITUTION)

1
福島  功
Mr. Isao HUKUSHIMA

総括/団長
Team Leader

外務省
経済協力局 無償資金協力部 課長補佐
Deputy Director, Grant Aid Division,
Economic Cooperation Bureau
Ministry of Foreign Affairs

2
三好知明
Dr. Chiaki MIYOSHI

技術参与
Technical Adviser

厚生労働省
国立国際医療センター
国際医療協力局 派遣協力第二課 Technical
Official,
Experts Service Division,
Bureau of International Cooperation
International Medical Center of Japan,
Ministry of Health, Labour & Welfare

3
岩間敏之
Mr. Toshiyuki IWAMA

プロジェクト計画
Project Planning

国際協力事業団
無償資金協力部 業務二課 課長代理
Deputy Director,
Second Project Management Division,
Grant Aid Management Department,
Japan International Cooperation Agency

4
武村勝将
Mr. Yoshimasa
           TAKEMURA

計画管理
Project Coordinator

国際協力事業団
無償資金協力部 業務二課
Second Project Management Division,
Grant Aid Management Department,
Japan International Cooperation Agency

5
金川一郎
Mr. Ichiro KANAGAWA

業務主任/建築計画
Project Manager/
Architectural Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

6
遠藤  建
Mr. Takeshi ENDO

建築設計
Architectural Designer

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

7
石川修三
Mr. Shuzo ISHIKAWA

設備計画
Facilities and
Utilities Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

8
前原  智
Mr. Satoshi MAEHARA

構造計画
Structural Engineer

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

9
中山志〆松
Mr. Shimematsu
        NAKAYAMA

施工計画/積算
Construction Planning
and Cost Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

10
五代儀和彦
Mr. Kazuhiko IYOGI

機材計画
Equipment Planner

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

11
広部孝昌
Mr. Takamasa HIROBE

調達計画/積算
Procurement and
Cost Planner

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

12
村尾耕一
Mr. Koichi MURAO

医療体制調査
Medical System Surveyor

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.
(Kyowa Engineering Consultants Co., Ltd.)

13
和田英子
Ms. Eiko WADA

ポルトガル語通訳
Interpreter(Portuguese)

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.
(Techno Staff Co., Ltd.)

14
田原幸夫
Mr. Yukio TAHARA

 保存計画
 Planner for Preservation
 and Renovation of
 Historical Buildings

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.
(Supporting Staff)



資料－1 調査団員氏名 (MEMBER LIST OF THE SURVEY TEAM)－概要説明

NO. 氏名(NAME) 担当(ROLE) 所属(INSTITUTION)

1
磯山武司
Mr. Takeshi ISOYAMA

総括/団長
Team Leader

外務省
経済協力局 無償資金協力部 課長補佐
Deputy Director, Grant Aid Division,
Economic Cooperation Bureau
Ministry of Foreign Affairs

2
三好知明
Dr. Chiaki MIYOSHI

技術参与
Technical Adviser

厚生労働省
国立国際医療センター
国際医療協力局 派遣協力第二課 Technical
Official,
Experts Service Division,
Bureau of International Cooperation
International Medical Center of Japan,
Ministry of Health, Labour & Welfare

3
武村勝将
Mr. Yoshimasa
           TAKEMURA

計画管理
Project Coordinator

国際協力事業団
無償資金協力部 業務二課
Second Project Management Division,
Grant Aid Management Department,
Japan International Cooperation Agency

4
金川一郎
Mr. Ichiro KANAGAWA

業務主任/建築計画
Project Manager/
Architectural Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

5
遠藤  建
Mr. Takeshi ENDO

建築設計
Architectural Designer

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

6
石川修三
Mr. Shuzo ISHIKAWA

設備計画
Facilities and
Utilities Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

7
中山志〆松
Mr. Shimematsu
        NAKAYAMA

施工計画/積算
Construction Planning
and Cost Planner

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.

8
五代儀和彦
Mr. Kazuhiko IYOGI

機材計画
Equipment Planner

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

9
広部孝昌
Mr. Takamasa HIROBE

調達計画/積算
Procurement and
Cost Planner

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

10
古矢佳男
Mr. Yosio FURUYA

機材調査Ⅰ
Equipment Investigation Ⅰ

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

11
紺野平和
Mr. Yasukazu KONNO

機材調査Ⅱ
Equipment Investigation Ⅱ

(株) アールコンサルタント
Earl Consultants Inc.

12
松崎洋子
Ms. Yoko MATSUZAKI

ポルトガル語通訳
Interpreter(Portuguese)

(株)日本設計
Nihon Sekkei, Inc.
(Techno Staff Co., Ltd.)



資料－2 調査行程

2-1 現地調査

A：総括 B：技術参与 C：協力計画 D：計画管理

a：業務主任/建築計画 b：建築設計 c：設備計画 d：構造計画 e：施工計画／積算
f：機材計画 g：調達計画/積算 h：医療体制調査 i：通訳 ｊ：保存計画(自社負担)

官団員 コンサルタント団員
日　付 調査内容等

A B C D a b c d e f g h i ｊ

1 7/15(日)成田発→リスボン着 ○ ○

ビザ申請、取得 リスボン発→ ○ ○
2 16(月)

成田発→リスボン着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハラレ着

JICA ジンバブエ事務所、日本大使館表敬訪問
○ ○

3 17(火)

ビザ申請、取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハラレ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○

リスボン発→パリ経由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○4 18(水)

成田発→リスボン着 ○

ヨハネスブルグ発→ルアンダ着 ○ ○

ルアンダ着

保健省表敬訪問(調査スケジュール等の協議)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジョシナ･マシェル病院表敬訪問

保健省副大臣表敬訪問
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 19(木)

ビザ申請、取得 リスボン発→ ○

ルアンダ着 ○

6 20(金)
保健省と協議(ミニッツ案)

対外関係省(外務省)表敬訪問

保健省と協議(人的協力、医療機材、建築関連)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 21(土)ジョシナ･マシェル病院の現況詳細調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 22(日)ジョシナ･マシェル病院で協議(ミニッツ案) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリコ･ボアビダ病院視察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保健省でミニッツ案協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○9 23(月)

保健省でミニッツ署名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ルクレシア･パイン産科病院視察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○ ○ ○10 24(火)

保健省で協議(調査詳細内容、スケジュール等) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨハネスブルグ発→ハラレ着

JICA ジンバブエ事務所、日本大使館への報告
○ ○ ○ ○

11 25(水)

ジョシナ･マシェル病院の現況詳細調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハラレ発→ヨハネスブルグ、シンガポール経由 ○ ○ ○ ○
12 26(木)

ジョシナ･マシェル病院の現況詳細調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成田着 ○ ○ ○ ○
13 27(金)

ジョシナ･マシェル病院で協議(方針確認) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジョシナ･マシェル病院の現況詳細調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成田発→香港経由 ○ ○14 28(土)

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○

団内協議、資料整理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨハネスブルグ着 ○ ○15 29(日)

ヨハネスブルグ発→香港経由 ○



官団員 コンサルタント団員
日　付 調査内容等

A B C D a b c d e f g h i ｊ

ジョシナ・マシェル病院の現況詳細調査および各科ヒアリン

グ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビザ申請

南ア国での建築資機材、医療機材の調達関連調査（その１）
○ ○

16 30(月)

成田着 ○

保健省・ジョシナ･マシェル病院定例会議

ジョシナ・マシェル病院の現況詳細調査
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 31(火)

南ア国での建築資機材、医療機材の調達関連調査（その１） ○ ○

保健省との協議

ジョシナ・マシェル病院でヒアリング
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 8/ 1(水)

南ア国での建築資機材、医療機材の調達関連調査（その１） ○ ○

WHO ヒアリング

ジョシナ・マシェル病院でヒアリング
○ ○ ○ ○ ○ ○

電力公社打合せ ○
19 2(木)

南ア国での建築資機材、医療機材の調達関連調査（その１） ○ ○

保健省・ジョシナ･マシェル病院定例会議

ジョシナ・マシェル病院でヒアリング
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道公社打合せ ○20 3(金)

南ア国での建築資機材、医療機材の調達関連調査（その１）、

ビザ取得
○ ○

ジョシナ・マシェル病院で詳細調査

収集資料の検討
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 4(土)

ヨハネスブルグ発→ルアンダ着 ○ ○

22 5(日)
ジョシナ・マシェル病院で協議

団内協議、資料整理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジョシナ・マシェル病院でヒアリング ○ ○ ○ ○ ○ ○

軍病院視察 ○ ○ ○

資機材調達調査 ○ ○ ○23 6(月)

水道公社打合せ、下水道局打合せ、電話公社打合せ、消防局

打合せ、気象庁打合せ
○

ジョシナ・マシェル病院で協議、ヒアリング ○ ○ ○ ○ ○

公共事業省打合せ ○ ○ ○

資機材調達調査 ○ ○24 7(火)

水道公社打合せ、下水道局打合せ、ゴミ処理会社打合せ、消

防庁打合せ、設備機器調達調査
○

ジョシナ・マシェル病院で協議、ヒアリング ○ ○ ○ ○ ○

資機材調達調査 ○ ○ ○
25 8(水)

水道公社打合せ、ゴミ処理会社打合せ、ゴミ処理場調査、消

防庁打合せ、気象庁打合せ、設備機器調達調査
○

ジョシナ・マシェル病院で協議 ○ ○ ○ ○ ○

資機材調達調査 ○ ○ ○
26 9(木)

水道公社打合せ、浄水場調査、消防庁打合せ、気象庁打合せ、

設備機器調達調査
○

ジョシナ・マシェル病院で協議

テクニカルノートの協議
○ ○ ○ ○ ○ ○

資機材調達調査 ○ ○ ○
27 10(金)

消防庁打合せ、設備機器調達調査 ○



官団員 コンサルタント団員
日　付 調査内容等

A B C D a b c d e f g h i ｊ

ジョシナ・マシェル病院でヒアリング

テクニカルノートの協議
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 11(土)

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○

ジョシナ・マシェル病院内詳細調査 ○ ○ ○ ○

国内協議、資料整理 ○ ○ ○ ○29 12(日)

南ア国で医療機材等の調査（その２） ○

ジョシナ・マシェル病院で協議

テクニカルノートに署名
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 13(月)

南ア国で医療機材等の調査（その２） ○

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 14(火)

南ア国で医療機材等の調査（その２） ○

ヨハネスブルグ発→ハラレ着 ○

ヨハネスブルグ発→香港経由 ○
32 15(水)

南ア国で建築資機材・医療機材等の調査

（その２）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

JICA ジンバブエ事務所、日本大使館への報告 ○

成田着 ○
33 16(木)

南ア国で建築資機材・医療機材等の調査

（その２）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハラレ発→ヨハネスブルグ着 ○

34 17(金)南ア国で建築資機材・医療機材等の調査

（その２）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 18(土)ヨハネスブルグ発→香港経由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 19(日)成田着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



資料 2-2　基本設計概要説明の現地調査日程

A:総括 B:技術参与 C:計画管理　　a:業務主任/建築計画　b:建築設計 c:設備計画　ｄ:施設調達計画/積算

　E:機材計画　f:機材調達計画／積算　g：通訳  i:機材調査(E)　j:機材調査(M) 　h:建築設計(自社負担)

官団員 コンサルタント団員 *）

日付 調査内容等 A B C a b c d e f g h i j
1 1/20(日) 成田発→香港着、香港発 ○

ヨハネスブルグ経由→ハラレ着 ○

JICA ジンバブエ事務所訪問、日本大使館表敬 ○

2 21(月)

成田発→シンガポール経由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハラレ発→ヨハネスブルグ着（ビザ申請） ○3 22(火)

ヨハネスブルグ着（ビザ申請） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 23(水) ビザ取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 24(木) ヨハネスブルグ発→ルアンダ着 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保健省表敬、基本設計概要書の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○6 25(金)

保健省、ジョシナ・マシェル病院との協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 26(土) ジョシナ・マシェル病院の現況確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 27(日) 団内協議、資料整理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保健省、ジョシナ・マシェル病院との協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○9 28(月)

成田発→シンガポール着、シンガポール発 ○ ○ ○

ヨハネスブルグ経由→ルアンダ着 ○ ○

ルアンダ市内の保健医療･建設事情の補足調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 29(火)

ヨハネスブルグ着（ビザ申請） ○

保健省、ジョシナ・マシェル病院表敬訪問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジョシナ・マシェル病院で協議（計画内容の詳細） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 30(水)

ビザ取得 ○

ジョシナ・マシェル病院で協議

（運営体制、維持管理計画等の内容）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 31(木)

ヨハネスブルグ発→ルアンダ着 ○

13 2/1(金) ジョシナ･マシェル病院で（ワークショップ）、協議
（改修・改築工事の実施スケジュール等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国立ルクレシア産科病院調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○14 2(土)

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○ ○

国内協議、資料整理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨハネスブルグ発→香港経由 ○

15 3(日)

南ア国での建築資機材、医療機材の補足調査 ○ ○

ミニッツ署名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成田着 ○

ジョシナ･マシェル病院の建物、医療機材の補足調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 4(月)

南ア国での建築資機材、医療機材の補足調査 ○ ○

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○ ○ ○

ジョシナ・マシェル病院で協議（プロジェクトサイ
トの整地、「ア」国側の実施体制等の確認）

○ ○ ○ ○ ○ ○

17 5(火)

ヨハネスブルグ発→香港経由 ○ ○

ヨハネスブルグ発→ハラレ着、JICA ジンバブエ事務
所、日本大使館への報告

○ ○

ヨハネスブルグ発→シンガポール経由 ○ ○

ジョシナ・マシェル病院で協議（予算、要員計画等
確認）

○ ○ ○ ○ ○ ○

18 6(水)

成田着 ○ ○

ハラレ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○

成田着 ○ ○

19 7(木)

ジョシナ・マシェル病院で協議（運営体制等の確認） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハネスブルグ発→香港経由 ○ ○20 8(金)

院で協議（維持管理体制等の確認） ○ ○ ○ ○ ○ ○

成田着、 ○ ○21 9(土)

ルアンダ発→ヨハネスブルグ着 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨハネスブルグ発→香港経由 ○ ○ ○ ○ ○

ヨハネスブルグ発→ハラレ着 ○

22 10(日)

JICA ジンバブエ事務所、日本大使館への報告 ○

成田着 ○ ○ ○ ○ ○23 11(月)

ハラレ発→ヨハネスブルグ着 ○

24 12(火) ヨハネスブルグ発→香港経由 ○

25 13(水) 成田着 ○



資料－3 関係者リスト

1. アンゴラ国関係者

1-1. 対外関係省(外務省) Ministry of Exterior Relations

Mr. Manimo Simao Japanese Desk 日本担当官

Mr. Estevao Jai Ditto 同上

1-2. 保健省 Ministry of Health

Dr. Jose Vieira Dias Van-Dunem Vice Ministry 副保健大臣

Dra. Natalia Do Espirito Santo Vice Ministry 副保健大臣

Dr. Augusto Rosa Mateus Neto Director of International Department 国際局長

Dr. Nzima Victor Director of Planning Cabinet 計画室長

Dr. Adriano T. Goncalves Director of Planning Department 調査、企画局長

Dr. Daniel Antonio Director of Medical Equipment Dept. 医療機材局長

Ms. Evlize Fresto National Director of Human Resources 人材開発局長

Mr. Miguel Calucione Head of Human Resources 人材開発部長

Ms. Maria Fernanda Pereira Architect 建築家

1-3. ジョシナ･マシェル病院 Josina Machel Hospital(HJM)

Dr. Kimfumu Antonio General Director 院長

Mr. Manuel Antonio Calei Director of Administration Department 管理部長

Mr. Alvaro Fuakatinua Head of General Service 総務課長

Dr. Mayanda Inocente Chief of Neuro Surgery Department 神経外科主任

Dr. Lungila Lukau, Lua-nzo Chief of Medicine II 内科 II 主任

Dr. Nguyeu Vaw Ton Cardiologist, Medicine II 循環器医師

Dr. Ana Perola Simbucupo Herculano da
Cunha

Chief of Pediatric Surgery 小児外科主任

Dr. Moises Domingo Chief of Orthopedics 整形外科主任

Dr. Mariana Chief of Ophthalmology? 眼科医師主任

Dr. Artur Carlos do Nascimento Chief of ICU? ICU 主任医師

Dr. Suzana Chief of Anesthetics 麻酔専門医師

Dr. Rosa Neto Chief of Bio chemistry? 細菌学主任

1-4. アメリコ・ボアビダ病院 Americo Boavida Hospital

Dra. Maria Da Conceicao Pita Director of Clinic 診療部長

Mr. Antonio Carlos Director of Human Resources 人事部長

1-5. ルクレシア･パイン産科病院 Lucresia Paim Hospital

Dr. Domingos Mpembee General Director 院長

Dr. Miraldina Manuel Director of Clinic 診療部長

Dr. Josefina De Almeida Director of Nursing 看護部長

Ms. Mabuaka Pakiu Superintendent of Emergency Area 救急部統括

1-6. 都市･公共省 Ministry of Public and Urbanism

Mr. Antonio Goma Vice Minister 副大臣

1-7. ルアンダ電力公社 EDEL

Mr. Jose Paxe Director of Operation 業務局長

1-8. アンゴラ電話公社 ANGOLA TELECOM

Mr. Raul Afonso F. Ramalhoso Director of Technical 技術局長



1. アンゴラ国関係者

1-9. ルアンダ水道公社 EPAL

Mr. Jose Ambriz Joint Director of General 副総裁

Mr. Luvumbu Vita Head of Project Division 計画部長

Mr. Nsulama Matadidi Antonio Director of Distribution 配水局長

Ms. Lourdes Tito Head of Quality Division 品質管理部長

1-10. ルアンダ州インフラ整備局

Mr. Virgilio Piedade Head of Sewage Department 下水道部長

1-11. 内務省消防庁

Dr. Eugenio Laborinho Commander of Fire in Angola 消防司令官

Mr. Joao B. Ambrosio Director of Commander office 消防司令官室長

Mr. Caculo Head of Prevention Department 予防部長

1-12. 国立地質･鉱山研究所 National Institute of Geology and Mines

Dra. Maria Victoria Director 部長

1-13. 郵政省国立気象･地球物理研究所
National Institute of Hydro Meteorological
and Geographical

Mr. Francisco Osvaldo Head of Meteorological Department 気象部長

1-14. 清掃会社
URBANA2000（ELISAL＝EMPRESA DE
LIMPEZA E SANEAMENTO DE LUANDA)

Mr. Victor M. da C. Diogo Director General 社長

2. 日本国関係者

2-1. 在ポルトガル日本大使館

菅原廣充 Second Secretary 二等書記官

2-2. 在ジンバブエ日本大使館

大平正三 参事官

小笠原寛二 二等書記官

2-3. 在ジンバブエ JICA 事務所

佐藤　武明 所長

中川　淳史 職員

門脇　聡史 職員

3. その他

3-1. WHO

Dr. Pier Paolo Balladelli Representante / Angola アンゴラ所長

Dra. Balbina Ventura Felix Epidemiologist

3-2. AMDA　International－Angola

鈴木俊介
プロジェクト

コーディネーター



資料－4 当該国の社会経済事情

















































































資料－6  事業事前評価表

1. 協力対象事業名

　アンゴラ国ジョシナマシェル病院整備計画

2.　わが国が援助することの必要性、妥当性

(1)アンゴラでは、1975 年のポルトガルからの独立以降、内戦状態が続いていたが、1994

年 11 月のルサカ協定に基づき停戦に至り、1997 年 4 月には統一国民和解政府が成立し

た。しかし 1998 年夏に政府側が UNITA 本拠地を攻撃、内戦が再燃し、99 年 9～10 月、

政府軍の大規模攻撃後しばらくの間情勢は政府軍に有利に展開し、同軍は UNITA 掃討作

戦を続行中なるも、2000 年 1 月以降膠着状態が続いている。

  我が国は、ルサカ協定に伴い和平到来の気運が高まったことを受け、長期にわたる内

戦によって経済が疲弊したアンゴラに対し、復興努力を積極的に支援するため、復興に

必要な基礎生活分野、インフラ分野の協力を行っている。

(2)同国では、内戦により 20 年にわたって医療施設の維持管理が行われなかったため、医

療施設・機材が老朽化し、十分な医療サービスを実施できない状況にある。

  このような状況に対し、アンゴラ国政府は「保健開発５ヶ年計画(2000－2004)」を策

定し、中核病院の整備を最優先事項に位置づけている。ジョシナ・マシェル病院は国内

最大の総合病院であり、医療従事者の研修機関としても位置づけられているが、築後 150

年を経過し、施設・機材の老朽化が著しく、質・量の両面において必要な医療サービス

が提供できていない状況にある。

(3)当該国の社会・経済事情については資料-4「アンゴラの社会・経済事情」参照

3．協力対象事業の目的（プロジェクト目標）

ジョシナ・マシェル病院が実施する医療サービスの質及び量を改善することを目的とする

4．協力対象事業の内容

(1) 対象地域

　　アンゴラ国ルアンダ州ルアンダ市

(2) アウトプット

　　・ジョシナ・マシェル病院の中央診断・治療施設、入院病棟、外来棟が整備される

　　・医療機材が整備される

(3) インプット

　　・既存病棟の改修整備

　　・中央診断、治療施設の新築

　　・既存病棟の改修

　　・外来棟の改修

　　・医療機材の整備

(4) 総事業費

　　概算事業費 40.76 億円　（日本側 40.13 億円、アンゴラ国側 0.63 億円）

(5) スケジュール

　　詳細設計期間を含めて 38 ヶ月

(6) 実施体制

　　ジョシナ・マシェル病院



5．プロジェクトの成果

(1)プロジェクトにて裨益をうける対象の範囲および規模

直接受益者：ジョシナ・マシェル病院に来院可能なルアンダ市民約 350 万人及び医学研

修生:年間約 250 人、セミナー／講習受講生:年間約 500 人

間接受益者：ルアンダ州およびその周辺地域の住民 350 万人以上

(2)事業の目的(プロジェクト目標)を示す成果指標：

　　　　　　　　　　　　　　現状値　　　　　　　　　計画完了１年後

　稼動病床数　　　　　　　　400 床　　　　　　　　　 増加する

　病床稼動率　　　　　　　　79.1％　　　　　　　　   増加する

　紹介患者数　　　　　　　　2,854 件　　　　　　　　 増加する

　年間外来診療数　　　　　　84,841 件　　　　　　　　増加する

　ラボ検査件数　　　　　　　41,637 件　　　　　　　　増加する

　手術件数　　　　　　　　　10,341 件　　　　　　　　増加する

　

6．外部要因リスク

(1) ジョシナ・マシェル病院が、事業完了までに医療要員(専門医、正看護婦、有資格医療

技師)を確保する

　　　　　　　　　　　　　現状　　　　　　増員必要数

　　専門医　　　　　　　　25　　　　　　　　37

　　一般医　　　　　　　　12　　　　　　　　38

　　インターン　　　　　　12　　　　　　　　29

　　看護婦（士）　　　　　74　　　　　　　　46

　　医療技師　　　　　　 135                18

(2) ジョシナ・マシェル病院が、施設維持のために必要な管理費及び管理要員を確保し、恒

常的な維持管理を実施する必要がある。

(3) ジョシナ・マシェル病院の職員が、衛生的環境についての教育を受ける必要がある。

(4) ジョシナ・マシェル病院が、定期的研修コースを企画・実施する必要がある。

7．今後の評価計画

(1)事後評価に用いる成果指標

稼動病床数、病床稼動率、紹介患者数、年間外来診療数、ラボ検査件数、手術件数

(2)評価のタイミング

　本計画完了後 1 年後を目処に実施予定



資料－7 収集資料リスト

No. Date From Category Name of Document Remarks

1 MOH 抜粋コピー
ポルトガル語

Plano de Desenvolvimento dos

Recursos Humanos 1997/2007-MISA

保健省人材開

発計画

1997/2007

2 MOH 抜粋コピー
ポルトガル語

Plano de Desenvolvimento

Sanitario  2000-2004

保健開発計画

2000-2004

3 MOH 抜粋コピー
ポルトガル語

1998 年版保健白書抜粋 保健関連デー

タ集

4 MOH 抜粋コピー
ポルトガル語

国家、保健省予算関連データ 2001

5 MOH 抜粋コピー
ポルトガル語

人口、疾病、医療施設関連データ

6 08/04/01 HJM コピー
ポルトガル語

Parametros basicos para a quadro

de recursos humanos em saude--

-Conselijo de Ministros 98

WHO 基準に準拠

した病院設置

基準

7 08/08/01 HJM コピー
ポルトガル語

2001 年 9 月次人員要請計画

8 08/09/01 WHO コピー
ポルトガル語

Saude em Angola
1997-1,-2,1998-1, 2000-2, 2001-1

季刊誌

アンゴラ特集

9 08/09/01 WHO コピー
ポルトガル語

WHO Angola Update

May 2001

アンゴラ最新

情報

10 08/07/01 地質研 構造、地図 アフリカ地震地図

11 08/09/01 消防庁 消防法規 消防設備設置基準

12 08/08/01 水道公社 現況資料 市内給水系統図、給水本管ルート

図、質問書回答等

13 08/09/01 気象研 気象データ 最高、最低温度、平均湿度、年間

降雨量等

14 08/02/01 電力公社 配電 市内配電ケーブルルート図
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